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日

文

研

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

、

国

際

日

本

文

化

研

究

セ

ン

タ

ー

の

創

設

に

あ

た

り

、

一
九

八

七

年

に
開

設

さ
れ

た

事

業

の

一
つ
で
あ

り

ま

す

。

そ

の

主

な

目

的

は

海

外

の

日

本

研

究

者

と

日

本

の
研

究

者

と

の
交

流

を

促

進

す

る

こ

と

に

あ

り

ま

す

。

研

究

と

い
う

人

間

の
営

み

は

、

フ

ォ

ー

マ

ル
な

活

動

の
み

で
成

り

立

っ
て

い

る

わ

け

で
は

な

く

、

た

ま

た

ま

顔

を

出

し

た

会

や

、

お
茶

を

飲

み

な

が

ら

の
議

論

や

情

報

交

換

な

ど

が

貴

重

な

契

機

に
な

る

こ
と

が

し

ば

し

ば

あ

り

ま

す

。

こ

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

そ

の

よ

う

な

契

…機

を

生

み

出

す

こ
と

を
願

い

、
様

々

な

研

究

者

が

自

由

な

テ

ー

マ

で
話

が
出

来

る

よ

う

に

、

文

字

ど

お

り

イ

ン

フ

ォ

ー

マ

ル

な

「
広

場

」

を

提

供

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

す

。

こ

の

フ

ォ
ー

ラ

ム

の
報

告

書

の
公

刊

を

機

と

し

て
、

皆

様

の
日

文

研

フ

ォ
ー

ラ

ム

へ
の

ご

理

解

が

深

ま

り

ま

す

こ

と

を

祈

念

い
た

し

て
お

り

ま

す

。

国

際

日
本

文

化

研

究

セ

ン
タ

ー

所

長

梅

原

猛

■
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問

題

の
提

起

日
本

は

、
人

口
が
多

く

、
国

土

が
狭

く

、
資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー

が
少

な

い
国
家

で
あ

る
。
教

育

を

通

じ

て
国
民

の
能
力

を

高

め

る

こ
と

が

、
日
本

政

府

の
殖

産
興

業

方
針

の
重

要

な
環

節

で
あ

り

、

一
貫

し

た
や

り
方

で
あ

る
。

一
九

世

紀

六

〇
年

代

の
末

ご

ろ

、
発

足

直

後

の
明

治

政

府

は

「
旧

来

の
陋

習

を

破

り
」

、

「
知
識

を
世

界

に
求

め

る

」
と

い
う

ス

ロ
ー

ガ

ン
を

打

ち
出

し
、

「
文
明

開
化

」

を

、

「
殖

産

興
業

」

と

「
富

国

強
兵

」

に

よ

っ
て
実

現

さ
せ

る

こ
と

を
国

策

と

し

て
き
た

。

二
〇
世

紀

の
初

め

ご

ろ

、

日
本

は
六
年

の
義

務

教
育

を

普

及

し

、
戦

前

ま

で
、
大

学

の
入

学
率

は

す

で
に

四

%

に
達

し

た

。

第

二
次

世

界

大

戦
後

、

日
本

は
具

体

的

に

「
人

材

開
発

説

」

を
打

ち
出

し

、
教
育

計

画
を

経

済
計

画

中

の
欠

せ

な

い
部

分

と

し

て
組

み
入

れ

、

そ
れ

を
経

済
計

画

と
有

機
的

に
結

合

さ

せ
、

教
育

事

業

を
大

い
に
振

興

し

て
き

た

。
戦

後

の
三
分

の

一
の
世
紀

に
、
義

務
教

育

が
戦

前

の
六

年

か

ら
九

年

に
伸

び

、
高

校
教

育

が
普

及

し

、
大

学

の
入

学

率

が

四
〇

%
近

く

に
な

る
に

い
た

っ
た

。

二
十

年

も

長

く
続

い
た
戦

後

経

済

高

度
成

長

は

こ
う
し

た
教

育
発
達

度

の
高

い
国
家

の
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中

で
実

現

を
遂

げ

た

の
で

あ

る
。

近

年

来

、

国

内

で
は

、

日

本

教

育

と
経

済

成

長

と

の
関

係

を
論

ず

る
文

章

は
少

な

く

な

い

が

、

教

育

投

資

と
戦

後

日
本

経

済

高

度

成

長

と

の
関

係

を

対

象

に
す

る
論

文

は
皆

無

に
等

し

い
。

理

論

と

実

踐

と

の
結

合

の
上

で
、

教

育

投

資

が
戦

後

日

本

経

済

高
度

成

長

に

果

し

た
役

割

、
特

に

そ

の
経
緯

に

つ
い

て
述

べ

る

の
が

本
論

文

の
狙

い

で
あ

る
。

一
、

日
本

教

育

投
資

の
経

済
効

果

は
戦

後

に
お

け
る
労

働

力

総
資

源

の
増

加

に
集

中
的

に
反

映

し

て

い
る

。

教

育

投

資

は

、

一
般
的

に
国

家

・
地

方

自

治

体

・
社
会

団
体

・
企

業

.
家
庭

.
個
人

等

が
教

育

に
用

い

る
各
種

の
支

出

を
指

し

て
言

う

。
例

え
ば

、
学
校

教

育

費

.
社
会

教
育

費
等

が

そ

れ

で
あ

る

。
本

論

文

は
各

種

の
学

校

教

育

費

を

主
な

考
察

対

象

と
す

る
。

1

、
教

育

投

資

は
物

的

投
資

と
同

じ
く

、

一
種

の
生
産

的

投
資

で
あ

り
、

そ

の
経

済
成

長

に

対

す

る
役

割

が

一
国

の
労

働
力

総

資

源

の
増

加

を
促

す

こ
と

に
あ

る
。

教

育

投

資

、
或

は
人

的

投

資

と

は

、
物

的

投
資

と

の
相

対

関
係

で
言

う
も

の

で
あ

る
。
物

的

生

産
分

野

は
生

産

財

と
消

費

財

を
直

接

に
提

供

す

る
が

、
非

物
的

生

産
分

野

に
属

す

る
教
育

の

提

供

す

る

も

の
は

、
物
的

製

品

で
は

な

く

、
あ

る

一
定

の
標

準

に
達

し

た
労
働

者

、
或

は
労

働
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者

そ

の
者

に

よ

っ
て
現

わ

さ
れ

た
知

識

と
技

能

で
あ

る
。
生

産

力

の
基
本

要
素

が

あ

る

一
定

の

生

産

経

験

と

労
働

技

能

を
持

つ
労

働
者

と
生

産

財

か
ら

な

る

と

い
う
意
味

に
お

い

て
、
教
育

に

用

い
た
費

用

と
各

種

の
生

産

財

・
消
費

財

の
生

産

に
用

い
た
費

用

と
は
本
質

的

に
違

い
は
な

い

と
思

わ

れ

る

。
物

的
生

産

分

野

に
対

す

る
投

資

が
生

産
的

投

資

で
あ

る
と
す

れ
ば

、
労

働
者

の

知
識

と
技

能

を
高

め

る

の

に
用

い
る
投

資

も

一
種

の
生
産

的

投

資

で
あ

る
と
言

え
よ

う
。

そ

れ

で
、
生

産

的
投

資

と

し

て

の
教

育

投

資

に
も

投
入

産

出

に

か
か
わ

る
利

益

の
問

題
が

出

て
く

る

。
教

育

投

資

の
経

済
効

果

の
算

出

に

つ
い
て
は

、
欧

米

の
経
済

学
者

に
よ

っ
て
、

い
ま

ま

で

、

い

ろ

い

ろ
と
試

み
ら

れ

て

き

て
お

り

、

か
れ

ら

の
成

果

は
日
本

の
教

育
投

資

の
経

済
利

益

の
算

出

に

も
使

わ
れ

て
き

た

。

例

一
、

ア
メ

リ

カ

の
カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
大

学

教
授

シ

ュ
ル

ツ
が

用

い
る
各

学
歴

卒
業

生

の
賃

金

差

で
教

育
投

資

の
収
益

率

を

測

定

す

る
方

法

。

そ

の
具
体

的

内

容

は
、
ま
ず

、
各
段

階

の
学

校

卒
業

生

の
賃

金

差

を
算

出

し
、

そ

の
差

額

と
あ

る
学
校

段

階

の
教

育
費

と

の
間

の
比

率

で
教

育

投
資

の
収

益

率

を

示

す

も

の

で
あ

る

。
大

学

教
育

投
資

の
収

益
率

を
計

算

す

る
と

す
れ

ば

、

次

の
公

式

に
な

る
。
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(汁
態
橿
黥
餅
θ
蹄
眇
)

(粛
壗
態
薄
橿
黥
貯
S
繍
眇
)

汁

態

磐

叫

醸

踊

日
本

に

つ

い
て
、

シ

ュ
ル

ツ

の
方

法

を

も
と

に
し

て
、

一
九

三
〇

年

か
ら

一
九

五
五
年

ま

で

の
利
益

率

を
計

算

し

た
結

果

、

国

民
総

所

得

の
増

加

の
中

に
は

、
教

育
投

資

の
増
加

に
よ

っ
て

得

ら

れ

た
比

率

が

約

二

五

%
あ

る

こ
と

が
分

っ
た

。

例

二

、

デ

ン

ニ
シ

ン
が
用

い

る
教
育

投

資

の
経
済

収
益

率

の
測
定

方

法
。
彼

は
八

年

の
学

校

教

育

を

受

け

た
男

性

の
所

得

を

基

準

(
一
〇

〇

)
に

し

て
、

そ

の
他

の
学
歴

男
性

の
所

得

面

で

の
相

対

差

額

を
算

出

し

、

そ

し

て

こ

の
差

額

の
固
定

比

率

で
毎

年

の
男

性
労

働
者

の
平

均

所
得

を
測

定

し

た

。
各

年

の
平
均

所

得

の
差

額

は
教

育

投
資

の
利
益

だ

と

さ
れ

る
。

金

森

久

雄

氏

は

こ
の
方
法

に
基

づ

き

、

教
育

投

資

が
戦

後
九

ヵ
国

の
経
済

成
長

に
対

し

て
、

ど

れ

ほ
ど

貢

献

し

て
い

る
か

を
次

の

よ

う
に
推

算

し

た
。

一4一



教
育
投
資
貢
献
度

の
国
際
比
較

(
%
)

日

本

ア

メ

リ

カ

デ

ン

マ

ー

ク

フ

ラ

ン

ス

国
民
所
得
の

成
長
率

一

〇
.

一

〇

三
.

三

二

三
.

五
一

四.

九

二

教

育

貢

献

度

○
.

一

四

○ .

四

九

一

.

一

四

○
.

二

九

西

ド

イ

ツ

オ

ラ

ン

ダ

ノ

ル

ウ
ェ

!

イ

ギ

リ

ス

イ

タ

リ

ア

七
.

二

六

四.

七

三

三
.

四

五

二
.

二

九

五
.

九

六

○
.

一

一

○ .

二

四

○ .

二

四

○ .

三

〇

○
.

四

〇

注

"
日
本

は

一
九

五

五
～

一
九

六

八

年

の
数
字

、
欧
米

は

一
九

五
〇

～

一
九

六

二
年

の
数
字

。

金
森

久

雄

『
日

本
経

済

の
新
紀

元

』
、

日

本

経
済

新

聞
社

、

一
九

七

〇
年

、
第

五
六

ぺ
ー
ジ

。

一5一

こ

の
計

算

が
成

立

す

れ

ば

、

以
上

に
述

べ
た
九

ヵ
国

の
中

で
、

日
本

が
西

ド

イ

ツ

に
次

い

で

教

育

投

資

の
貢
献

度

が

最

も
低

い
国

家

で
あ

る

と
言

え

る
。

そ

の
理
由

は

、
戦
前

日
本

が
す

で

に
教

育

の
発

達

し

た
国

で
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る
と

言

う
。

 疑

い
も

な

く

、

シ

ュ
ル

ツ
と
デ

ン

ニ
シ

ン

の
経
済

成

長

要
素

分

析
法

で
得

ら

れ
た

結
論

-



教

育

投

資

が

国
民

経
済

成

長

に
大

き

く
役

立

っ
た

と

い
う

こ
と

は

、
教
育

と
経

済
成

長

の
関

係

を
認

識

す

る
上

で
非
常

に
参

考

に
な

る

と
思

え

る
が
、
彼

ら

の
用

い
た
指

標

に
は

、
ど

う
も
賛

同

す

る

こ
と

が

で

き
な

い
。

ま

ず

、

教

育

を
受

け

た
年

数

と

そ

れ

に
伴

う
所
得

の
増

加

は
教
育

投
資

の
経
済

収
益

の
基

本

状

況

を

解

明

す

る

の

に
十

分

で
な

い
と
考

え

ら
れ

る
。

教
育

投

資

は
個
人

所

得

に
影
響

を
与

え

る
重

要

な

要

素

で
あ

る
が

、

そ

の
全

部

で
は

な

い
。
智

力

と
健

康

状

態

は

い

う

ま

で

も
な

い

が

、
社

会

と

い
う
見

地

か

ら
考

え

る
と

、
社

会

制
度

・
文
化

伝

統

な

ど

の
差

も
個

人
所

得

に
影

響

す

る
重

要

な

要
素

で
あ

る

。
例

え
ば

、

資
本

主
義

制

度

の
下

で
、
賃

金

は
た
だ

労
働

価
格

の

転
化

形

式

で
、
労

働

者

能
力

の
貨

幣

的

表

現

で
は

な

い
。
剰

余

価

値
率

が
異

れ
ば

、
異

る
資

本

主
義

国

家

の
中

の
異

な

る
学

歴

労

働

者

の
所
得

の
差

も
異

る

。
個

人
所

得

に
影
響

す

る
原

因

が

多
く

、
問

題

が
複

雑

で
あ

る

の
で
、

簡

単

に
個

人
所

得

増
加

の
幅

で
教

育
投

資

の
経
済

収
益

率

を
表

現

す

る

の
は
科

学

的

で
は

な

い
と

思

う

。

そ
れ

か

ら
、

教
育

投

資

の
経

済

収

益

を

、
直

接

に
国

民

総
生

産

と

国
民
総

所
得

の
増

額

に
占

め

る

パ

ー

セ

ン
テ
ー
ジ

で
現

わ

す

こ
と

は

不

可
能

で
あ

る
。
教

育

で
得

ら

れ
た
知

識

と
技

能

は

一
種

の
間

接

的

・
潜

在

的

生
産

力

で

、
あ

る

一
定

の
教

育

を
受

け

た
労

働
者

が
実

際

に
生

産

過

程

に

く

わ

わ

る
ま

で
は

、
か

れ

ら

が
教

育

を

通

じ

て
得

ら
れ

た
知

識

と
技
能

は
実

際

の
生

産

に
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何

ら

の
実

際

的

意
義

も
な

く

、
実

際

に
生

産

過
程

に
身

を
投

じ

、
そ

の
知
識

と
技

能

が
使

わ

れ

て
始

め

て

、
潜

在
的

・
間
接

的

生

産

力

か

ら
物

的

・
直

接
的

生

産

力

に
転
化

す

る

こ
と
が

で
き

る

。
教

育

そ

の
も

の
が
所

得

を
創

ら

な

い

の
で
、
教

育

投
資

の
経

済
収
益

が

国
民

総
生

産

と
国

民

総

所

得

の
増

額

の
パ

ー

セ

ン
テ
ー

ジ

に
反

映

し

な

い
と
言

う

の
も
、

ご
く
自

然

で
あ

る
。

さ

ら

に

、

教

育

投

資

経

済

収

益

の
判

定

は
教

育

投

資

の
絶

対

収

益

を

根

拠

に
す

べ
き

で
あ

る
。

も

し

、
収

益

の
増
加

率

を

計
算

す

る

の

で
は
な

く

、

日
本
教

育

投
資

の
絶

対
収

益

を
計

算

す

る
と

す

れ
ば

、
た

と

え
デ

ン

ニ
シ

ン
の
方

法

を
利

用

し
た

と

し

て
も

、
戦

後

日
本

経

済
高

度

成

長

に
対

す

る
教

育

の
貢

献

度

が

○

.

一
四

%
と

い
う

よ

う
な
低

い
数
字

に

は
な

ら
な

い
は
ず

だ

と
思

う

。

さ

て

、

一
体

、

ど

の

よ
う

に
教

育

投

資

の
経
済

収
益

を

評
価

す

べ
き
だ

ろ

う
か
。

本
論

文

は

適
当

な

指

標

の
選
択

が

肝

心

だ

と
考

え

る
。

一
国

の
教

育

投
資

の

一
国

の
経

済
成

長

へ
の
促
進

作
用

を

総

合

的

に
反

映

す

る

た
め

に
、

以

下

に
述

べ
る

一
国

の
労

働
力

総
資

源

の
増
加

を
指

標

に
す

べ
き

で
あ

る

。
と

い
う

の
は
、

第

一
に

、
教
育

投

資

の
経

済
成

長

に
果

す
役

割

は

一
国

の

労

働

総

資

源

の
増

加

を
促

進

す

る

こ
と

に

あ

る
。

一
つ
の
社

会

の
労
働

力

総

資

源

の
多

寡

は
同
社

会

の
労

働

力

の
数

だ

け

で
な
く

、
労

働
力

に

よ

っ
て

現

さ

れ
た

技
術

水

準

も
含

む

も

の

で
あ

る
。

労
働

力

の
数

と
は

、
実

際

に
国

富

の
生

産
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に
従

事

す

る
労

働
者

の
総

数

で
あ

っ
て
、

あ

ら

ゆ

る
意

味

で

の
自

然
人

の
総

数

で
は
な

い
。

労

働
力

の
質

と

は
労
働

力

の
異

な

る
能

力

、

技
術

水

準

と
熟

練

度

を

さ
す
。

そ

の
公
式

は
次

の
と

お

り

で

あ

る

。

瞭
悪
ご
お
嬢
菰
開
瞭
悪
こ
お
勞

×
聴
蟄
ご
醤
芯
嬰
懃
瓣

本
論

文

が
教

育

投
資

の

一
国

の
経
済

成

長

に
果
す

役
割

を

一
国

の
労
働

力
総

資
源

の
増
加

と

し
た

の
は

、
主

と
し

て
教

育

投

資

の
増

加

が

一
国

の

一
定

の
標

準

、

一
定

の
技

術
水

準

に
達

し

た
労

働
者

の
増

加

と

現
有

労

働

者

の
技

術

、
文

化
水

準

の
向

上

を
促

進

す

る

こ
と

が

で
き

る

か

ら

で
あ

り

、

こ

の
二

つ
の
事

が

ま

さ

に
労

働

力

総
資

源

に
含

ま
れ

る
内
容

だ

か
ら

で
あ

る
。

第

二

に
、

労
働

力

総
資

源

の
増

加

幅

は

一
国

の
教

育

投
資

の
同

国
経
済

成

長
を

促
進

す

る
役

割

の
綜

合

的

反
映

で
あ

る

。

労

働

力

総

資

源

の
増

加
幅

は

い
ろ

い

ろ
な
要

素

の
綜

合

的
作

用

に

よ

る
も

の
で
あ

る
が

、
教

育

の
役

割

は

主

に
次

の

二

つ
あ

る
。

(
一
)
教

育

は
高

質

の
労

働

者

を
形
成

す

る

ル
ー

ト

で
あ

る

。
異

る
教

育

を
受

け
た

異

る
労

働

者

の
能
力

、
技
術

水

準

と
平

均
熟

練
度

が
異

り

、
同

じ
労

働
者

で

も

、
あ

る

一
定

の
教
育

を
受

け

た

前

と
後

の
能

力

、
技

術

水
準

や
熟

練
度

も

異

る
。

理
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論
的

に

は

、

一
人

の
高

質

の
労
働

者

の
生

産

価
値

は

一
定

の
量

の
他

の
労
働

者

の
生

産

価
値

で

表

現

さ

れ

る
が

、

実
際

に
は

一
人

の
高

質

労
働

者

の
仕

事

は

、

や
や
質

の
劣

る
そ

の
他

の
労

働

者

の
代

替

で
き

る
も

の

で
な

く

、

ま
た

機

械
設

備

に

よ

る
労
働

代

替

の
極
限

も
、
あ

る

一
定

の

技

術

水

準

に
達

し

た
労
働

者

を
代

替

で
き

な

い
事

に

あ

る
。

こ
う
し

た
労
働

者

の
養

成

は
教

育

を
頼

り

に
す

る
よ

り
ほ

か

は

な

い
。

(
二

)
科

学
技

術

の
速

や

か
な
発

展

の
下

で
、

一
定

の
教

育

を

受

け

る

こ
と

は
自
然

人

が

労

働
者

に

な

る
ま

で

の
必
要

な
知
的

前

提

で
あ

る
。
実

際

に
生

産

活

動

に

従
事

す

る
労
働

者

は

一
定

の
生

産

経
験

と
労
働

技

能

を
持

つ
だ
け

で
な

く

、
科

学
技

術

発

展

水
準

に
合

う
科

学

・
文

化
知

識

を
持

た

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。
九

年

の
義
務

教

育

を
普

及

し

た

日
本

を

例

に

と

る

と
、
九

年

の
義

務

教
育

を

受

け

る

こ
と

は
現
段

階

の
日
本

の
自
然

人

が
労

働

者

に
成

長

す

る
ま

で

の
必

要

な

知

的

前
提

だ

と
言

え

る
。
即

ち

、
教

育

投
資

は
労
働

者

の
数

の
増

加

と
質

の
向

上

を
促

進

す

る

こ
と

に

よ
り

、
労

働
力

総

資

源

の
形
成

に
役

立

つ
も

の

で
あ

る

。

第

三

に
、

教
育

投

資

の
増

加

に
伴

う
利

益

は
必
ず

し
も
労

働

力

総
資

源

の
増
加

を

反
映

し
な

い
。
そ

れ

は

、
教

育

構
造

が
経

済

構

造

の
変

化

に
合

わ

な

い
か
ら

で
あ

っ
て
、
労

働
力

総

資

源

と

い
う

指

標
自

身

の
欠

陥

の
た

め

で
は

な

い
。

こ

こ
で
指

摘

す

べ

き
事

は

、

教

育

の

サ

イ
ク

ル
が

長

い
た

め

、
割

り

に
短

期

間

の
考

察

で
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は

、
教

育

投

資

増
加

の
利

益

は
労

働

力

総
資

源

の
増
額

に

反
映

せ
ず

、
学
生

・
生

徒

の
増

加

と

か
れ

ら

の
知

識

及

び
技

能

の
向

上

の

み
に

反
映

す

る

か
も

し

れ
な

い
。
も

し
、

そ

の
原
因

が

た

だ

長
期

に
及

ぶ
教

育

サ

イ
ク

ル

の
た
め

で
あ

れ
ば

、

そ
れ

は

一
国

の
教

育
投

資

が
経

済
成

長

に

果

す
役

割

を
綜

合

的

に
は

か
る
指

標

と
し

て

の
信

頼
性

に
は

影
響

は

な

い
。
な

ぜ
な

ら

、
長

期

間

の
考

察

で

は
、

必
ず

同

国

の
労

働

力

総

資

源

の
増
額

に
反

映

す

る
か

ら
で
あ

る

。

2

、
教

育

投

資

と
戦

後

日

本
経

済

高

度

成

長
時

期

の
労

働

力
総

資
源

五

〇

年

代

中

期

か

ら
七

〇

年

代

中

期

ま

で
は

、

戦
後

日

本

経

済

の
高

度
成

長

の
時

期

で
あ

る
。

こ

の
時

期

、

日
本

労

働

力
総

資

源

の
増

加

も
極

め

て
速

や

か

で
あ

っ
た

。

労
働

力

の
数

か
ら
見

る
と

、

一
九

五
五

年

は

四
、

○
〇

三

万
人

で
あ

っ
た

が
、

一
九

七

〇
年

に
五

、

二

七
六

万

人

と
な

り

、

一
、

二
七

三
万
人

の
増
加

で
あ

っ
た
。

こ
の
様

な
成

長

ぶ

り

は

そ

の
他

の
資

本

主

義

国
家

を

寄

せ

つ
け
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。

工
業

の
就
業

人

口
を
例

に
と

る

と
、

五

〇

年
代

初

期

か

ら
七

〇

年

代
初

期

に

か
け

て

の
二
十

年

間

に
、

日
本

は

二
.
三

倍

の
増

加

し
た

の
に
対

し

、
西

ド

イ

ツ
と

ア
メ

リ

カ
は

わ
ず

か
五

二

%
と

二
四

%

の
増

加

で
あ

っ
た

。

労

働

力

の
学

歴

構

成

か

ら
見

る
と

、

一
九

五

〇
年

に
各

段

階

の
学

校

の
卒
業

生

が
十

五

才

か

ら
六

十

四

才

ま

で

の
人

口

に
占

め

る
比

率

は

、
義

務

教

育

で
八

○

.

〇
七

%

、
高

等

学

校

で

一
四
.

三

一
%
、
大

学

で
二

.
八

八

%

で
あ

っ
た

が

、

一
九

七

〇
年

に
な

る
と

、
義
務

教

育

卒
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業

生

の
比

率

は

五
六

.

七

一
%

に
お

ち

、

高
等

学
校

と
大
学

卒

業

生

の
比
率

は

、

そ
れ

ぞ
れ

、

三

四

.

一
%

と

八

.

九

%

に
上

が

っ
た

。

日
本

総

理

府

の
調

査

に

よ

れ
ば

、

一
九

七

〇

年

前

後

、

日
本

の
二
十

五
才

か

ら
三

十

四
才

ま

で

の
人

口
が
教

育

を

受

け
た
平

均
年

数

は
十

一
.

一

年

で
あ

っ
た

が
、

ア
メ

リ
カ

は
十

二
年

、

イ
ギ

リ

ス
は
十

一
年

、

フ
ラ

ン
ス
は

一
〇

.

一
年

、

西

ド

イ

ツ
は
九

.

四
年

と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

。

つ
ま
り

、

日
本

は
主

な
資

本

主
義

国

家

の
中

で
ア

メ

リ
カ

に
次

い
で
教

育
年

数

が
高

い
存
在

で
あ

っ
た

。
高

度

成
長

期

に
お

け

る
日
本

教

育

構

造

が

大

体

経
済

構

造

の
変

化

に
見

合

う

と

い
う
条

件

の
下

で
、

高
等

学
校

と
大

学

卒
業

生

が

労

働

力

人

口

に
占

め

る
比

重

が
向

上

す

る

こ
と

は

、
あ

る
程

度

日
本

に
お
け

る
労

働
力

の
能
力

の
向
上

を

し

め

し

て

い
る

と
考

え
ら

れ

る

。

以
上

で
分

る

よ

う
に

、
教

育

の
発

展

は

一
国
労

働

力
総

資

源

の
状

況

に
決

定

的

な
影

響

を
及

ぼ

す

も

の

で
あ

り

、
教

育

の
発

展

は

ま
た

教
育

投

資

の
数

額

と

そ

の
経

済
収

益

の
両

方

に

よ

る

も

の

で
あ

る
。

こ

の
事

に

お

い
て

、
日

本

の
や
り
方

は
、
頗

る

ユ

ニ
ー
ク

な
存
在

で
あ

る

。
字

数

の
制

限

の
た

め

以
下

、
次

の
幾

つ
か

を

あ
げ

る

こ
と
に

と
ど

め

る

。

第

一
に

、
経

済

規
模

の
拡

大

に
応

じ

て

、
教
育

投

資

を
大

幅

に

、
速

や
か

に
殖

や
す

こ
と

、

第

二

に

、
普

及

と
向

上

を

共

に
重

視

す

る
と

い
う

原
則

を

も

と

に
、
各
段

階

の
学

校

の
間

で

投

資

の
割

合

を

有
効

に
調

節

す

る

こ
と
、
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第

三

に

、
経

済

構
造

の
変

化

に
応

じ

て

、
科
学

技

術
教

育

に
重

点

的

な
投
資

を

行

う

こ
と

、

第

四

に

、

教
育

機
構

の
潜

在

力

を
充

分

に
掘

り
下

げ

て
、
人

の
才

と
物

の
用
を

結

び

つ
け

る

こ
と

で
あ

る
。

日
本

が

教

育

投

資

を

た

え
ず

殖

や

す

と

共

に

、
投

資

の
利

益

向
上

に
努

力

を

し

て

き

た
結

果

、
戦

後

日

本

の
教

育

は

目
覚

ま
し

い
発

展

ぶ
り

を
見

せ

て

き
た

。

二

)
義
務

教
育

年

限

を

戦
前

の
六

年

か
ら
九

年

に

延
ば

し
た

こ
と

、

(
二
)
高

等

教
育

は
す

で

に
普

及

し
、

入
学

率

は

九

五

%

に
達

し

た

こ
と
、

(
三

)
大

学

は

大
衆

化

さ
れ

、
大
学

の
入
学

率

は
四

〇

%

に
接
近

し

た

こ
と

、

(
四

)
大
学

院

は

た

え
ず

、
発

展

し

て
き

た

こ
と

で
あ

る
。
七

〇
年

代
初

期

に

、

日

本

の
十

五

才

か

ら

十

九

才

ま

で

の
青

少

年

の
入

学

率

は

七

六

.
七

%

に
な

り

、

ア

メ

リ

カ

の

七

二

%
を
越

え

て
、

世
界

の
首

位

に

い
た

っ
た

。

要

す

る

に

、
戦

後

日

本

教

育

の
速

や

か

な
発

展

は

日
本

経

済

高

度

成

長

に
必

要

な
異

る
技

能

、
異

る
技

術
水

準

の
各

種

の
労

働
者

を
提

供

し

、

こ
の
時

期

の
日
本

に

お
け

る
労

働
力

総

資

源

を
増

加

さ
せ

た

。
労

働

力

の
増

加

、

特

に
労

働

者
能

力

の
向

上

は

、
日
本

に
お

け

る
労

働

生

産
性

を
向

上

さ
せ

る
重

要

な

原
因

で
あ

り

、
戦

後

日
本

経

済

の
高

度
成

長

は

ま
さ

に

こ
の
労

働

生

産

性

の
向

上

を

通

じ

て
実

現

し

た

も

の

で
あ

る
。

中

央

大

学

経

済

研

究

所

の
調

査

に

よ

る

と
、

一
九

五

五
年

か

ら

一
九

六

〇

年

に

か

け

て

の
日

本
経

済

の
年
平

均
成

長
率

は
九

.

一
%

で
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あ

っ
た

が

、

労

働

生

産

性

の
向

上

に

よ

っ
て
得

ら

れ

た
比

率

は

八

二
.

一
%

で

あ

っ
た

と

い

う

。

一
九

六

五

年

か

ら

一
九

七

〇

年

ま

で

の
年

平

均
成

長

率

は

一
二
.

一
%

で
あ

っ
た
が

、

そ

の
う
ち

、

労

働
生

産

性

の
向

上

に

よ

っ
て
得

ら
れ

た
比

率

は
八

七

.
六

%

に
上

昇

し

た
。
教

育

投

資

が

戦
後

日
本

に
お

け

る
労

働
力

総

資

源

の
増
加

を

通

じ

て
、
経

済

の
高
度

成
長

に
大

き
く

役
立

っ
た
事

は

、

一
般

的

意

義

に

お

い
て
労

働
力

が

生
産

力

の
中

で
最

も
活

躍
的

、
最

も
積

極

的

な
要

素

で
あ

る
だ

け

で
な

く

、

日
本

が

豊

か

な
人
的

資

源

以
外

に
ほ
と

ん
ど
資

源

の
な

い
国

で
あ

る

と

こ
ろ
に

そ

の
原

因

が
あ

っ
た

と

言

え

よ
う

。

二
、

労

働
力

総

資

源

の
増

加

が

戦
後

日
本

経

済
高

度

成

長

に
果

し
た
役

割

以
上

、
本

論

文

は
教

育

投

資

の
戦

後

日
本

の
経

済

高
度

成

長

に
果

し

た
役
割

に

つ
い

て
、

マ

ク

ロ
的

な
分

析

を

し

た
が

、
実

は

、

こ
う
し

た
役

割

は
経

済

発
展

の
各
分

野

に
及

ぶ
も

の
で
あ

る

。
次

に

、
就

業

.
技

術
導

入

・
対

外

貿

易

と

い
う
幾

つ
か

の
角

度

か
ら

、
教
育

投

資

の
戦
後

日
本

経

済

成

長

に
果

し

た
役

割

に

つ
い

て
、
主

要

な
側

面

を
分

析

し

よ
う

。

1
、

教
育

投

資

は
戦

後

の
日

本

労
働

力

の
需

給
関

係

を
調

節

す

る

う
え

で
重

要

な
手

段

で
あ

る
。五

〇

年

代

中

期

、

日
本

に

は

一
〇
〇

万

人
余

り
が
完

全

失

業
状

態

に
あ

り

、
約

一
、

○
○

○
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万
人

が

半

失

業

状
態

に
あ

っ
た

。
五

〇

年
代

末

か
ら
六

〇
年

代

始

め

ご

ろ
、
日
本

の
就

職

問
題

が
好

転

し
始

め

、
六

〇

年

代
中

期

に
な

る
と

、
完

全
失

業

人

口

は
五
十

万
人

に
お
ち

、
完

全
失

業

率

も

一
九

五
五

年

の
二
.

五

%

か

ら

一
九

六

四
年

の

一
.

一
%

に
下
が

っ
た
。
七

〇
年

代

初

期

ま

で

は

、

ほ

ぼ

一
.

一
%
～

一
.

三

%

の
低

い
水

準

に
あ

り

、
基

本
的

に
労

働
力

需
給

の
バ

ラ

ン

ス
を

保

つ
こ
と
が

で

き
た

。

日

本

が

社

会
失

業

の
悩

み
を

脱

出

す

る

こ
と
が
出

来

た

の
は
、
戦

後

経
済
高

度

成
長

が

た

え

ず

新

し

い
雇

用

チ

ャ
ン

ス
を
創

り
出

し

た

こ
と

に
よ

る
と

こ
ろ
が

多

い
が

、
問
題

は

、
高

度
成

長

そ

の

も

の
が

景

気

サ
イ

ク

ル
と
主

な

産

業

の
盛

衰
変

化

の
中

で
実

現
し

た
も

の
で
、
産

業
構

造

の
変

化

が

就

職
構

造

の
変
化

を
必

然

的

に
も

た
ら

し

た

の

で
あ

る
。
日
本

総
理

府
統

計

局

の

デ

ー

タ

に

よ

る

と
、

一
九

五

六
年

か

ら

一
九

七
七

年

ま

で
は

、
農

業

・
鉱
業

の
就

職

人
数

が

急

減

し

、

第

二

二

二
次

産

業

の
就

職

人

数

が

急

増

し

た

。

そ

の
中

で
、

製

造

業

だ

け

で

も

、

五
、

九

六

〇

、

○
○

○
人

増

加

し

、

こ

の
増

加

人
数

が

同
業

就

職
人

数

の
約
八

○

%

を
占

め

た

と
言

う
。

こ

こ

で
分

る
よ

う

に

、
高

度
成

長

が

新

し

い
雇

用

チ

ャ

ン
ス
を
創

り
出

し

た

こ
と
以

外

に

、
雇

用

構

造

が
経

済

成
長

の
ス
ピ

ー

ド

と
経

済
構

造

の
変

化

に
応

じ

る

こ
と
が

で

き
た

こ

と

も

、

こ
の
時

期

に

お
け

る
労

働

力

需

給

バ

ラ

ン
ス
を
実

現

さ

せ
た

不
可
決

の
条

件

で
あ

る
と

思

え

る

。

も

し
、

日
本

の
教

育
投

資

規

模

が

経
済

高
度

成

長

に
必

要

な
労
働

者

を
提

供

す

る

こ
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と
が

で
き

な

け

れ
ば

、
或

い
は
教

育
構

造

が
経

済
構

造

の
変

化

に
応

じ
る

こ
と
が

で
き
な

け
れ

ば

、

日

本

の
経

済

成

長
過

程

に
お

け

る
失

業

と
ポ

ス

ト

・
ブ

ラ

ン
ク

の
併

存

は
避

け

ら
れ

な

い

し
、
社

会

の
就

職

問

題

の
解

決

も

不

可
能

で
あ

る
。
具

合
的

に
言

う
と

、
教
育

投

資

が
社
会

就

業

問

題

に

果

し

た
役

割

は
主

と

し

て
次

の
二

つ
で
あ

る
。

一
つ
は

、
経

済

成

長

に
必

要

な

異

る
技

能

、

異

る
技
術

水

準

の
労

働
者

を
提

供

し

、
経
済

成

長

に
よ

っ
て
創

ら
れ

た
ポ

ス

ト

・
ブ

ラ

ン
ク
を

埋

め
、
就

職

人

口

を
増
加

さ

せ

る

こ
と
、

も

う

一
つ
は

、
失

業
人

数

及

び

こ
れ

か

ら
就

職
年

齢

に
達

す

る
人

数

の
プ

ラ

ス
と
経

済
成

長

に
よ

っ
て

つ
く

ら
れ

る

ポ

ス

ト

・
ブ

ラ

ン
ク

の
間

の
割

合

に
応

じ

て

、
労

働
力

の
供

給

量

を
調

整

し

、

失
業

を
減

し
、
新

し
く

就
職

年

齢

に
達

す

る
人

口

を
順

調

に
就
職

さ

せ

る
た

め

に
、
知

的

保
障

を
提

供

す

る

こ
と

で
あ

る
。

2

、
教

育

投

資

は

世
界

の
先

進
技

術

と
戦

後

日
本

生
産

力

と

の
結

合

の
掛

け
橋

で
あ

っ
た
。

戦
後

の
日
本

は
、
生

産

設

備

が
古

く

、
欧

米
諸

国

と

の
技

術
差

が
少

な
く

と
も

二
十

年

か
三

十

年

は

あ

っ
た

。

こ

の
様

な

特

定

の
歴

史

条

件

に
置

か

れ

た
日
本

は
、
先

進
諸

国

と

の
科
学

技

術

格
差

を
埋

め

る
た

め

に

、
伝

統
的

な

技

術

導
入

の
戦
略

を

と

り

、

一
九

四
九

年

か

ら

一
九

七

五

年

ま

で

の
導

入

数

は

の

べ

二
五

、
七

七

七

件

で
あ

っ
た
。

そ

の
導

入
規

模

の
大

き

い

こ
と
、

導

入
方

式

の
多

い

こ
と
、

導

入
種

類

の
広

い

こ
と

と
共

に
、

世

界

の
第

一
位

を

占
め

た

。
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科

学

技
術

は

、
自
然

を
征

服

し

、
人

類

を
改

造
す

る
共

同

の
財
産

と

し

て
、
生
産

と
科
学

の

実

踐

に

携

わ

る
人

び

と

に

よ

っ
て
創

ら

れ

、

そ

の
外

国

か

ら

の
導
入

と
自

国

の
生
産

へ
の
利

用

も
あ

る

一
定

の
科

学

技
術

の
知

識

、

生
産

経

験

及

び
労
働

技

能

を
持

つ
人

び

と

に
よ

っ
て
実

現

さ
れ

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。

こ
の
意

味

に

お

い
て
、
教

育

は
大

規
模

な
技
術

開
発

の
智

的
源

泉

で
あ

る
ば

か
り

で
な
く

、
科

学

技

術

を

実

質
的

な
生

産

力

に
変

え
さ

せ

る
掛

け
橋

で
も
あ

る
。

だ

か
ら

、
労

働
力

再

生

産
費

用

の
中

の
教

育
費

用

を

た

え
ず
殖

や

す

と
共

に
、
教

育
費

用

の
経

済
効

果

の
向

上

を
重

視

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

こ
う
し

て

こ
そ
外
来

の
技

術

を
自

国

の
技

術

に
変

え

さ

せ
、

外
来

技

術

を
吸

収

し
た

上

で
、
自

主
開

発

の
基

礎

を
築

き

あ
げ

る

こ
と
が

で
き

る
。
戦

後

の

日
本

で
、
技

術
導

入

が

成

功

し

た
理

由

は

こ
れ

に

よ

る
と

こ
ろ
が
多

か

っ
た
と
言

わ

ね
ば

な

ら
な

い
。

こ
れ

を

ま

と

め

る

と
、

第

一
に

、
教

育

投
資

は

先

進

の
生

産

方

法

を
把

握

し

、
運

用

す

る

こ
と

の
で
き

る
技
術

者

と

労
働

者

を
提

供

し
た

こ
と
、

第

二

に

、
教

育

投
資

は
現

代
化

の
要

求

に
相
応

し

い
生

産

と
技

術

の
管

理
者

を
創

出

し
た

こ

と
、第

三

に

、
教

育

投
資

は
科

学

技
術

研

究

者

を
生

み
出

し
た

こ
と

な
ど

で
あ

る
。

要

す

る

に

、

一
九

七
〇

年

に
な

る

と

、

日
本

は

、
技
術

導

入

を
通

じ

て
、
全

世
界

が

ほ

ぼ
過
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去
半

世

紀

間

に

開
発

し
た

ほ

と

ん
ど

す

べ

て

の
先
進

技

術

を
把

握

し

、
多

く

の
技

術

分

野

で
、

指

導

的

地

位

を
占

め

る
よ

う

に
な

っ
た

。

統
計

デ

ー

タ

に
よ

る
と

、

こ
の
二
五

、
七

七
七

件

の

技

術

を

開

発

す

る

に
は

、

一
、
八

○

○
億

ド

ル
か

ら

二
、

○
○

○
億

ド

ル
の
費
用

が
必

要

で
あ

る
が

、

日

本

が

こ
れ
ら

の
技

術

を

獲
得

す

る

た
め

の
代
價

は

、
た

っ
た

の
五

七

、
三
億

ド

ル

の

特

許

費

と

指
導

費

で
あ

っ
た
。

3

、
教

育

投

資

は
戦

後

日
本

の
貿

易

の
大

発

展
を

促
進

し
た

。

一
九

五

一
年

か
ら

一
九

七

九
年

ま

で

の

二
十
九

年

間

に
、

日
本

の
輸
出
貿

易

の
年

平

均
成

長

率

は

一
八

.

一
%

で
あ

っ
た

。

こ

の
ス
ピ

ー

ド

は
、
資

本

主

義
発

展
史

上

に

お

い
て
、

か

つ
て

な

か

っ
た

も

の

で
あ

り
、

欧
米

諸

国

の
及

ば

な

い
も

の
で
も

あ

っ
た

。

戦

後

に

お

け

る
日
本

の
対

外

貿

易

の
大

発

展

は
、
自

然
条

件

に
恵

ま
れ
な

く

、
資

本
蓄

積

の

足

ら
な

い
条

件

の
下

で
実

現

し

た

の

で
あ

る
。
戦
後

の
日
本

の
対

外
貿

易

の
大
発

展

を

な

し
と

げ

さ
せ

た

諸

要
素

の
中

に

、
教

育

に
よ

っ
て
も
た

ら

さ
れ

た
各

種

の
人

的
要
素

の
役
割

が
ク

ロ

ー
ズ

ア

ッ
プ

さ

れ
な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。

ま
ず

、
教

育

投

資

は
戦

後

日

本

の
輸

出

商

品

の
構

造
変

化

に
役
立

っ
た
。

嘗

て

日

本

に

有

利

な

貿

易

条

件

と
貿

易

外

条

件

が

、

戦

後

、

相

つ
い

で
な

く

な

っ
た

。

(
一
)
戦

前

日
本

の
植

民

地

と
勢

力

範

囲

だ

っ
た
国

家

と
地
域

は
独

立

し
た
勢

力

と
し

て
国

際
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貿

易

に
加

入

し
、
労

働

集

約
型

商

品

を

輸
出

す

る
日
本

の
ラ

イ
バ

ル
に
な

っ
た

こ
と

、

(
二
)

日
本

の
低

賃

金

メ
リ

ッ
ト
は

な

く

な

り

つ

つ
あ

っ
た

こ
と

な

ど

が
あ

げ

ら
れ

る
。

こ
う

し

た
困

難

に
直

面

し

て

、
労
働

集

約

型
商

品

の
輸

出

を

た

よ
り

に
す

る
だ

け

で
、
経

済

発
展

に
必
要

な

外

貨

の
調

達

が

で

き
な

い
日
本

は

、
輸

出

構

造

の
転

換

を
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

か

っ
た

。
教

育

投

資

の
増

大

と

そ

の
構

造

の
転

換

が

こ
う

し
た
必

要

に
応

じ
た

こ
と
は
言

う

ま

で
も
な

い
。

そ
れ

か
ら

、
教

育

投

資

は
資

本

集

約

型
商

品

と
知

識

集
約

型

商

品

の
生
産

と
輸

出

を
促

進

し

た

。資

本

集

約

型

経

済

と
知

識
集

約

型

経

済

の
発

展

は
技

術

革
新

を
前

提

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

た

え
ず

新

技

術

を

採

用

し

て

こ
そ

、
資

本

集

約
型

経

済

と
知

識
集

約

型
経
済

に
活
力

を

保

た

せ

る

こ
と

が
出

来

る
が

、

そ

の
ポ

イ

ン
ト

は

、
教
育

が

そ

れ

に
相
応

し

い
科

学
技

術
者

な
ど

を
提

供

す

る

こ
と

が

で

き
る

か
ど

う
か

に

あ

る

。

さ
ら

に
、
教

育

投

資

は
輸

出

商

品

の
労

働

生

産
性

を

向
上

さ
せ

、
輸

出
商

品

の
国
際

競

争
力

を
高

め

さ
せ

た

。

こ
れ

に

つ
い

て

の
論

述

は

ほ

か

に
も

い

ろ

い
ろ
あ

る

の

で
、

こ
こ

で
は
省

か
せ

て
頂

く

こ
と

に
す

る

。
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結

び

に

か

え

て

日
本

は

、

経

済

発

達

度

の
高

い
国

家

で
あ

り

、
教

育

発

達

度

の
高

い
国

家

で
も

あ

る

。

も

し
、

た

え
ず

ふ

や

し
た
教

育

投

資

と
速

や

か

に
発
展

し

た
教

育

事
業

が

な
け

れ
ば

、

二
十
年

も

長

く
続

い

た
戦

後

日

本

に

お

け

る
経

済

の
高

度

成

長

は

な

く

、
今

日

の
日

本

も

な

い

と
言

え

る
。
戦

後

の
日
本

が
経

済

発

展

に
応

じ

て

、
教
育

投

資
を

殖

や

し

、
投
資
効

果

を
向

上

さ
せ

て

き

た
経

験

は

、
中

国

に
貴

重

な

ヒ

ン
ト
を

与

え
て
く

れ

る
。

第

一
に

、
教

育

投
資

は
教

育

を
発

展

さ

せ

る
基

礎

で
あ

り

、
教

育

の
発

展
を

は

か

ろ

う
と
す

る
に

は

、
教

育

投
資

を

殖

さ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

第

二

に
、

教

育
構

造

は

経
済

成

長

の

ス
ピ

ー

ド
及

び

そ

の
構

造

変
化

の
要

求

に
見

合

わ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

こ
れ

が

教
育

投

資

の
経

済
効

果

を
決

定

す

る
鍵

で
あ

る
。

第

三

に
、

教

育
投

資

の

マ
ク

ロ
的

選

択

は
自

国

の
実

情

を
根

拠

に

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
。

以

上

に
述

べ
た
事

の
具
体

的

内

容

に

つ
い
て
は

、
省

か

せ

て
頂

く

こ
と

に
す

る
。
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*****発 表 を終 えて*****

始めての外 国人 日本経済研究者 として 、第10

回 日文研 フォー ラムに呼ばれ、発表 させて いた

だ いた事 を、非常 にえがたい経験だった と思 い

ます 。日本各地 か ら集 まった約五十名 の学者並

び にその他の立場 の方 々が、貴重 な時間をさい

て 、私の未熟な発表 を熱 心 に聞いて くださ り、

様 々な立場か らユニ ー クなご意見 とご明察 を示

され た ことは、私 の学 問の視 野 を拡 げ る上 で

も、その他の面 で も、本 当に勉 強させていただ

きま した。正直な ところ、私の研究の角度 は、

まだ十分 に理解されて いな く、言 いかえれば、

「教育投資説」は、 フォー ラムの出席者 の皆 さ

まの間に まだ定着され ていないように見え まし

たが、で も、日本政府 と国民の一人一人の各 自

の理 解 と判断 で、教 育 につか った 巨額 な支 出

が、戦後 における日本 の経済高度成長をささえ

て きた基本 的投資だ った ことを、外国研 究者 と

しての私は、ここで とくに指摘 したいと思 い ま

す。

発表 を終 えるにあ たって、諸外国の 日本問題

研究者 と日本の研究者 との交流 を促進す るため

に、 「日文研 フォー ラム」 というコミュニケー

シ ョンの 「広場」 をつ くって くださった日文研

の皆様 に深 く感謝す る とともに、フォー ラムを

か さねて いくご とに、その意義深さもよ り理解

され る ことを心 よ り願 ってやみ ません。
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日 文 研 フ ォ ー ラ ム 開 催 一 覧

回 年 月 日 発 表 者 ・ テ ー マ

1

62.10.12

(lss7)
ア レ ッサ ン ドロ ・バ ロー タ(ピ サ 大 学助 教 授)

AlessandroVALOTA

「近 代 日本 の社 会 移 動 に関 す る一 、 二 の考 察 」

2

62.12.11
(1987)

エ ンゲ ルベ ル ト ・ヨ リッセ ン(日 文 研 客 員 助 教 授)

EngelbertJORIBEN

「南 蛮 時 代 の文 書 の 成立 と南 蛮学 の 発展 」

0

63.2.19

(1988)
リーA.ト ンプ ソ ン(大 阪 大学 助 手)

LeeA.THOMPSON

「大 相 撲 の 近 代 化 」

4

63.4.19

(1988)
フ ォス コ ・マ ライ ー 二(日 文 研 客 員 教 授)

FoscoMARAINI

「庭 園 に見 る東 西文 明の ちが い」

5

63.6.14
(isss)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)
SongWhiChil
「大塩平八郎研究 の問題点」

6

63.8.9
(1988)

セ ップ ・リ ンノ丶ル ト(ウ ィー ン大学 教 授)

SeppEINHART

「近 世 後 期 日本 の 遊 び一 拳 を 中心 に 一 」

0
63.10.11
(1988)

ス ー ザ ンJ.ネ イ ピア(テ キ サ ス大 学 助教 授)

SusanNAPIER

「近 代 日本 小 説 にお け る女 性 像 一 現 実 と幻 想 一 」

⑧
63.12.13
(1988)

ジ ェー ム ズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学 助 教 授)

JamesC.DOBBINS

「仏 教 に生 き た中世 の女 性 一 恵 信 尼 の書 簡 一 」

0
元.2.14

(1989)

厳 安生(北 京外国語学院 日本語学 部助教授)
YanAnSheng
「中国人留学生 の見た明治 日本」

⑩

一
兀.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)
LiuJingwen
「教育 投資 と日本の戦後経済高度成長」



11

12

13

14

元.5.9

(1989)

元.6.13

(1989)

元.7.11

(1989)

元.8.8

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)
SuzanneGAY
「中世京都 にお ける土倉酒屋 一都市社会の 自由 とそ

の限界一」

夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
HsiaGang
「インタビ ュー ・ノンフィクションの可能性 一猪瀬

直樹著r日 本凡人伝 』を手掛 りに一 」

エ ル ン ス ト ・ロ コバ ン ト

ErnstLOKOWANDT

「国家 神 道 を考 え る」

(東洋大学助教授)

キム ・レー ホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究
所教授)
KimRekho
「近代 日本文学研究の問題点 」

○は報告書既刊



**********

非売 品

発行 日1989年8月31日

編集発行 国際 日本文化研究 センター

京都市西京区大原野東境谷町2-5-9

電話(075)331-4101

問合先

01989

国際日本文化研究センター

管理部 ・研究協力課
**********

国際 日本文化研究セ ンター







■ 日時

1989年4月11日(火)

午 後2時 ～4時

■ 場 所

国際交流 基金 京都 支部
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